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成
三
十
年
度
版

創
刊

第
九
号

卓球部（１１／２）
女子団体 阿曽 佑実（１－４） 石田あかり（１－５）

藤本 優杏（１－５） 森園 梨加（１－５）
女子ダブルス 阿曽 佑実（１－４） 藤本 優杏（１－５）

バスケットボール部（１０／２７～）
女子 杉光 怜（１－１） 薮内歩乃佳（１－１）

村 英（１－４）

剣道部（１１／９～１１）
男子 亀井 大誠（１－１） 吉川 尚孝（１－１）

谷口 翔大（１－３） 藤田 正喜（１－４）
古田 芽空（１－４）

女子 武元 愛那（１－４） 片山 菜摘（１－３）

ソフトテニス部（１１／２）
男子 德力 琢真（１－２） 八木 和将（１－４）

嶋津 日向（１－５）
女子 井村 星那（１－１） 八木 亜瑚（１－１）

林田 真奈（１－５）

陸上競技部（１１／３，４）駅伝
男子 大髙 流南（１－２） 備生 智大（１－２）

江林 蓮生（１－４） 竹迫 蒼真（１－４）
荒木 鷹飛（１－５）

今
後
の
予
定

十
一
月

三

日
（
土
）

ベ
ネ
ッ
セ
記
述
摸
試

五
～
九
日
（
金
）

ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク

揖
保
川
中
学
校
生

八

日
（
木
）

創
立
記
念
日

休
業
日
で
は
な
く
、
木
曜
の
授
業

十

日
（
土
）

土
曜
講
座
三
日
欠
席
者

ベ
ネ
ッ
セ
記
述
摸
試

十
四

日
（
水
）

相
高
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

十
六

日
（
金
）

国
際
理
解
講
演
会
（
三
・
四
限
）

第
七
回
挨
拶
運
動

一
組

二
十
一
日
（
水
）

通
学
路
清
掃

二
十
二
日
（
木
）

金
曜
日
の
授
業
（
振
替
）

文
理
科
目
選
択
希
望
調
査
締
切
日

二
十
三
日
（
金
）

土
曜
基
礎
講
座
（
指
名
者
）

三
十
～
十
二
月
六
日
（
木
）

期
末
考
査

十
二
月
十
二

日
（
水
）

Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

十
四

日
（
金
）

第
八
回
挨
拶
運
動

二
組

～
二
十
日
ま
で
（
三
～
六
限
）
短
縮

十
九
～
二
十
七
日

保
護
者
懇
談
会

二
十
一
日
（
金
）

終
業
式

九
月
下
旬
に
、
文
理
選
択
予
備
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
自

の
進
路
希
望
の
想
い
・
成
績
も
含
め
て
、
各
担
任
と
の
面
談
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
の
中
間
考
査
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
は
、
今
ま
で
二

回
の
定
期
考
査
と
比
較
し
て
、
ど
の
よ
う
な
準
備
・
取
り
組
み
が
出
来
ま

し
た
か
。
ま
た
、
保
護
者
の
目
に
は
、
お
子
様
の
姿
が
ど
の
よ
う
に
映
ら

れ
た
で
し
ょ
う
か
。

四
十
二
回
生
の
特
徴
と
し
て
、
薬
学
部
希
望
・
兵
庫
県
立
大
学
環
境
人

間
学
部
希
望
が
多
い
で
す
。
高
い
志
を
持
っ
て
、
そ
の
気
持
ち
を
失
わ
ず
、

日
々
の
学
習
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
そ
れ
だ
け
薬
学
部
志
望
が
多
い
の
に
は
、
ど
ん
な
理
由
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
。『
夢
』
、『
資
格
取
得
』。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
と
て
つ

も
な
く
高
い
壁
に
立
ち
向
か
う
勇
気
・
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、
十

分
理
解
で
き
て
い
ま
す
ね
。
目
指
す
自
分
を
裏
切
ら
な
い
日
々
を
過
ご
し

て
、
二
年
先
に
は
本
当
の
『
夢
』
と
し
て
、
追
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
兵
庫
県
立
大
学
環
境
人
間
学
部
っ
て
、
何
が
学
べ
る
の
で
し
ょ

う
。
そ
の
先
に
、
ど
ん
な
道
が
広
が
る
の
で
し
ょ
う
。『
一
級
建
築
士
』、

『
管
理
栄
養
士
』
と
、
ま
る
で
何
で
も
で
き
る
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
、

『
夢
の
国
』
の
よ
う
な
大
学
・
学
部
が
、
一
番
近
く
に
あ
る
国
公
立
大
学

な
ら
ば
、
行
き
た
い
と
思
っ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
こ
に
、

自
分
の
し
た
い
こ
と
が
本
当
に
あ
る
の
な
ら
ば
、
是
非
目
指
し
て
下
さ
い
。

た
だ
、
『
何
で
も
で
き
る
』
は
『
何
も
や
り
切
れ
な
い
』
と
い
う
こ
と
も

よ
く
あ
り
ま
す
。
し
っ
か
り
調
べ
て
、
行
動
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

①
塾
の
自
習
室

最
近
、
増
え
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
自
主
的
に
、
や
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、
そ
の
実
多
い
の
は
・
・
・
・
自
習
室
は
、
喫
茶
談
話
室
・
ス
マ
ホ
操
作

室
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
多
く
な
っ
て
ま
す
。

②
家
庭
が
寝
る
場
所
・
食
べ
る
場
所
だ
け
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
遅
く
ま
で
、
外
で
頑
張
っ
て
き
た
か
ら
、
夕
食
食
べ

て
、
風
呂
入
っ
て
、
少
し
休
ん
で
か
ら
も
う
ひ
と
頑
張
り
。
の
つ
も
り
が
、
そ

の
ま
ま
睡
眠
。
こ
れ
は
、
①
に
加
え
て
、
塾
が
宿
題
を
や
る
場
所
に
変
貌
し
て

し
ま
い
ま
す
。
質
問
し
て
い
る
内
容
が
、
宿
題
の
質
問
以
外
に
、
も
う
一
歩
踏

み
込
ん
だ
話
、
例
え
ば
、
週
明
け
提
出
課
題(

あ
え
て
こ
う
呼
び
ま
す)

の
質
問

な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
、
塾
の
利
用
価
値
が
上
が
る
の
で
す
が
。

③
お
菓
子
の
摂
取
量

勉
強
し
て
い
る
と
お
腹
が
減
る
、
と
い
っ
た
言
葉
も
よ
く
聞
き
ま
す
。
と
こ

ろ
で
、
学
校
に
お
菓
子
？
中
学
校
で
は
、
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
何
故
？

高
校
で
は
、
別
に
い
い
の
か
な
。
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
に
、
お
菓
子
を

食
べ
る
の
は
ど
ん
な
と
き
？
折
角
の
や
る
気
が
、
空
間
が
、
な
ん
ち
ゃ
っ
て
の

時
間
に
変
わ
っ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

何
事
も
、
切
り
替
え
で
す
。
よ
り
効
果
を
上
げ
る
工
夫
が
、
成
果
に
つ
な
が

り
、
自
分
の
や
る
気
を
持
続
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

主
に
、
看
護
師
・
薬
剤
師
・
栄
養
士
・

検
査
技
師
等
を
志
望
し
て
い
る
人
へ

職
業
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
に
対
し
て
、
何
故
そ
の
職
を
志
望
す
る
の

か
、
そ
の
想
い
を
第
三
者
に
堂
々
と
、
原
稿
用
紙
三
枚
程
度
に
書
き
上

げ
る
こ
と
は
当
た
り
前
に
で
き
ま
す
よ
ね
。
人
の
生
命
に
大
き
く
触
れ

る
こ
れ
ら
の
職
業
で
す
。
資
格
が
手
に
入
る
と
い
う
レ
ベ
ル
で
、
大
学

・
専
門
学
校
に
入
れ
て
も
、
そ
れ
を
職
業
と
し
て
、
多
く
の
辛
い
こ
と

の
中
か
ら
見
え
る
、
僅
か
な
光
明
・
や
り
甲
斐
を
感
じ
て
い
く
に
は
、

目
指
す
以
前
に
自
分
の
決
心
が
、
い
つ
・
誰
に
・
ど
の
よ
う
に
聞
か
れ

て
も
、
自
分
の
言
葉
で
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
夢
は
、
目
標
は
叶
っ
て

い
き
ま
せ
ん
。
こ
の
時
期
、
自
分
が
目
指
す
職
に
関
す
る
職
業
観
と
向

か
い
合
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
に
、
疑
問
、
悩
み
、
決
意
が
浮
か
ん
で

く
れ
ば
、
職
と
し
て
、
日
々
向
か
い
合
え
る
将
来
へ
の
、
必
要
条
件
は

満
た
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
に
、
自
分
が
こ
れ
か
ら
培
っ
て
い
く
努
力
に
よ

っ
て
、
職
を
全
う
し
て
い
く
十
分
条
件
が
身
に
付
い
て
い
き
ま
す
。

想
う
だ
け
で
は
努
力
は
続
か
ぬ

想
い
を
行
動
に
し
て
こ
そ

逃
げ
た
く
な
い
心
が
生
ま
れ
る

大
い
に
悩
み

大
い
に
努
力
せ
よ
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第 ２ 回 (２ 学 期 開 始 当 初 ) 学 力 と 学 習 習 慣 の 相 関 第 １ 回 (４ 月 入 学 当 初 )

夏
休
み
の
生
活
を
想
像
・
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
今
年
度
二

回
目
の
ス
タ
デ
ィ
・
サ
ポ
ー
ト
を
、
九
月
十
五
日
に
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
が
、
中
間
考
査
中
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

四
十
二
回
生
の
特
徴
は
、
四
十
・
四
十
一
回
生
同
様
に
、
真
面
目

で
、
失
敗
を
す
る
こ
と
を
嫌
が
る
。
失
敗
す
る
く
ら
い
な
ら
ば
、「
や

ら
な
い
」
、「
で
き
な
い
」
、
と
い
う
言
葉
を
使
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

「
課
題
が
多
い
」
と
い
う
声
を
と
き
ど
き
聞
き
ま
す
が
、
近
隣
校
と

比
較
し
て
も
、
課
題
用
問
題
集
な
ど
は
少
な
い
方
だ
と
、
本
屋
さ
ん

な
ど
か
ら
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

課
題
・
週
末
課
題
等
が
多
い
と
感
じ
る
理
由
は
、

「
い
つ
か
ら
」
始
め
て
い
ま
す
か
？

「
い
つ
、
課
題
の
確
認
を
」
し
て
い
ま
す
か
？

「
授
業
の
あ
っ
た
日
」
な
の
か
、「
次
の
授
業
の
前
日
₎な
の
か
？

教
師
を
し
て
い
て
感
じ
る
怪
奇
現
象

授
業
が
終
わ
る
と
、
聞
こ
え
る
か
聞
こ
え
な
い
か
の
声
で
「
全
然

わ
か
ら
な
い
」
と
つ
ぶ
や
く
。

試
験
前
な
ど
に
、
授
業
で
「
質
問
あ
っ
た
ら
聞
く
か
ら
な
。
な
い

か
？
」
の
問
い
か
け
に
、
黙
々
と
解
答
を
開
い
て
、
試
験
調
べ
と
い

う
名
で
、
提
出
用
ノ
ー
ト
作
り
に
励
む
姿
。

質
問
会
に
多
く
参
加
し
て
い
る
が
、「
何
を
」
質
問
す
る
わ
け
で
も

な
く
、
そ
こ
で
熱
心
に
勉
強
し
て
い
る
姿
。

い
ず
れ
も
、
学
び
の
ス
タ
ー
ト
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
、
少
し
ず
れ
て

い
ま
す
ね
。
「
や
ら
ね
ば
」
に
対
し
て
、
「
ど
こ
ま
で
」
が
少
し
不
足

し
て
い
ま
す
。
「
全
然
分
か
ら
な
い
」
と
感
じ
る
事
の
多
く
が
、
考
査

で
は
正
解
と
い
う
結
果
を
出
せ
る
の
は
何
故
で
し
ょ
う
。「
真
似
る
」

力
は
あ
る
。
た
だ
、
「
真
似
ら
れ
る
」
こ
と
を
、
「
何
故
そ
う
な
る
」

と
い
う
こ
と
を
、
す
べ
て
、「
授
業
中
の
時
間
で
済
ま
そ
う
」
、「
済
む

ん
だ
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
、
前
述
し
た
現
象
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。「
で
き
る
」
力
を
、「
い
つ
」
発
揮
す
る
の
？
そ
れ
は
、「
分

か
ら
な
い
」
と
感
じ
た
、
ま
さ
に
そ
の
「
瞬
間
（
い
ま
）」
で
は
な
い

の
か
な
。

学
校
で
は
、
何
を
学
ぶ
の
で
し
ょ
う
か
？
自
分
の
知
ら
な
い
こ
と

で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
、
自
分
の
知
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
切
り
崩
す

こ
と
が
、
本
当
の
『
学
問
』
で
す
。「
知
ら
な
い
か
ら
で
き
な
く
て
も

仕
方
な
い
」

か
ら
、
「
知
ら
な
く
て
悔
し
い
」
は
、
「
知
ら
な
い
こ
と

が
分
か
っ
て
嬉
し
い
」
感
じ
る
毎
日
に
な
る
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、「
全
然
わ
か
ら
な
い
」
の
「
全
然
」
に
対
し
て
、
あ
な
た

は
ど
の
パ
タ
ー
ン
で
し
ょ
う
。

①

授
業
で
分
か
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
自
分
に
は
必
要
な
い
と
、

そ
の
話
を
切
り
捨
て
て
い
く
。

②

授
業
で
分
か
ら
な
い
の
は
、
自
分
は
悪
く
な
い
か
ら
、
と
り

あ
え
ず
今
は
放
っ
て
お
こ
う
。

③
分
か
ら
な
い
こ
と
を
悔
し
い
と
感
じ
て
、
そ
の
日
に
教
材
を
開

い
て
、
復
習
を
す
る
。

③

分
か
ら
な
い
こ
と
は
悔
し
い
が
、
考
査
前
に
見
直
し
て
、
考

査
で
で
き
れ
ば
い
い
と
、
考
え
る
。

④

授
業
で
分
か
ら
な
い
の
は
仕
方
が
な
い
。

大きな変化がなさそうですが、中
央に多くの生徒が集まりながら、
右上画面に、右肩上がりの直角三
角形ができ始めているのが分かり
ますか？一方、左下画面で、本校
のクロスラインから離れている生
徒が、ちらほらと出てきているの
も見て取れますね。中央に寄った
のは、迷いがある中で、とにかく
やろうという生徒が増えている証
拠です。その中で、右肩上がりの
直角三角形の位置が右上に大きく
できてくると、チームとして勢い
が出ます。自分の夢を見据えて、
生活習慣が身に着けられますか？

ここにも４２回生の特徴がみられます。第１回の希望進路調査でも、他学年に比べると、何が

何でも国公立という希望結果ではありませんでしたが、第２回も希望が減っているようで大きな変

化はありません。一方で、短大・希望進路未定者が目に見えて減ってきています。つまり、目標設

定が、前向きな形で見られます。

ならば、何に注目するべきか？設定した目標達成のために、日々、その気持ちをどう持続させる

かということになりますね。その答えは、もちろん学習時間の確保ですが、それ以上にどんな中身

にするかです。次のことを心掛けましょう。

①やることを具体化すること

「何を」をはっきりして、「どうやる」かを徹底して、短時間の数セットの学習で、めりは

りをつけること。１５分単位が良いと思います。

②小テストの準備に、妥協なく行うこと

「一応見た」から「合格したいな」でなく、「満点」取らないと意味がない、という気持ち

を育てること。妥協は、努力・前向きな気持ちにブレーキをかけます。

・暗記力を高めるには、記憶が途切れそうになった、まさにそのとき、再度

暗記にかかりなさい。それを 繰り返せば、記憶が確かなものとなり、効

果的な暗記学習が達成されます。（うろ憶え学習）
・大事な文章を覚えるには、感情を伴った抑揚を持ち、体を使って記憶に励

むと、成果が上がる。（と、ドラゴン桜でも紹介されてました）

・憶えたことを整理したければ、寝る前の１，２時間を、食べることをせず
に集中して記憶に励み、しっかり６時間の睡眠を心掛けること。

（睡眠は 絶対に取らないと駄目）

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
登
録
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
他
校
の
先
生
と
お
話
し
て

も
、
活
動
報
告
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
入
力
環
境
の
整
備
に
し
ろ
、
驚
か
れ
ま
す
。

問
題
は
こ
こ
か
ら
。
で
は
、
ど
う
活
用
す
る
？
学
年
の
先
生
方
は
、
こ
の
間
の

摸
試
志
望
校
入
力
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
、
皆
が
書
き
込
み
や
す
い
入
力
呼
び
掛
け
の

工
夫
を
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
次
は
、
総
合
的
な
学
習
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
や
、

部
活
動
の
試
合
結
果
、
あ
る
い
は
、
地
域
行
事
に
参
加
し
て
の
報
告
が
で
き
ま

す
。
週
に
一
回
、
自
分
の
成
果
を
記
入
し
よ
う
。

な
く
て
も
見
つ
け
る
。
一
週
間
に
一
度
く
ら
い
は
、
自
分
が
主
体
的
に
活
動
す

る
場
面
は
必
ず
あ
る
。
授
業
・
部
活
動
・
清
掃
作
業
な
ど
。
逆
に
、
そ
う
考
え
れ

ば
、
日
々
の
自
分
の
活
動
に
積
極
性
・
主
体
性
・
協
働
性
が
生
ま
れ
ま
す
。

与
え
ら
れ
た
フ
ォ
ル
ダ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
フ
ォ
ル
ダ
は
、
自
分
で
し

っ
か
り
と
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

選択肢 今回 前回 前年
国公立大 61.0%↓ 63.0% 69.7%

私立大、大学校 7.0％↑ 1.0% 5.6%
国公立大・私立未定 18.5% 18.5% 14.1%

短大 3.0％↓ 6.0% 1.0%
専門学校 4.0% 4.0% 1.0%
海外進学 0.5%
未定 5.0％↓ 7.5% 8.1%

　　　　　希望進路詳細

皆さんが、自分の将来に向けて、何かを手に入れたと感じるのはどのタイミングですか？

① 学校での文理選択希望がかなったとき

② 志望する学部学科に合格したとき

③ 志望する職業に就くことができたとき

④ 志望した職業の中で、自分に達成感を感じることができたとき

ぜひ、④であってほしい。が、今は、高校生の多くが ① である気がしてならない。それ

以前に、相高４２回生は、胸を張って上の質問に答えることができますか？
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